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　本明細書は以下の発明の開示を含む。
　［１］非経口投与用の無菌水性組成物であって、
ａ）２～２６ｇのブドウ糖；および
ｂ）１２～４５ｇのアミノ酸を含み；
４５０ｍＬ未満の体積を有する剤形である、組成物。
　［２］非経口投与用の無菌水性組成物であって、
ａ）２～２６ｇのブドウ糖；
ｂ）１２～４５ｇのアミノ酸；および
ｃ）８～２５ｇの脂質を含む、組成物。
　［３］アミノ酸が１７種のアミノ酸を含む、［１］に記載の組成物。
　［４］１７種のアミノ酸が、リジン、ロイシン、フェニルアラニン、バリン、ヒスチジ
ン、イソロイシン、メチオニン、トレオニン、トリプトファン、アラニン、アルギニン、
グリシン、プロリン、グルタミン酸、セリン、アスパラギン酸、およびチロシンである、
［３］に記載の組成物。
　［５］脂質をさらに含む、［１］に記載の組成物。
　［６］脂質が５～３０質量／体積％の量で水性組成物中に存在する、［５］に記載の組
成物。
　［７］脂質が５質量／体積％未満の量で水性組成物中に存在する、［５］に記載の組成
物。
　［８］微量栄養素をさらに含む、［１］に記載の組成物。
　［９］前記組成物が、該水性組成物の非経口投与に適切な滅菌容器内に入れられる、［
１］に記載の組成物。
　［１０］栄養障害の治療を、それを必要とする血液透析患者において行う方法であって
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、患者の体重測定値に基づき１～１０質量／体積％のブドウ糖、７～２０質量／体積％の
アミノ酸および５質量／体積％未満の脂質を含む水性組成物を配合すること、並びに血液
透析に併せて該水性組成物を非経口的に投与すること、を含む方法。
　［１１］前記患者が３４ｋｇ未満の体重を有する、［１０］に記載の方法。
　［１２］前記栄養障害の治療が、１～３ヶ月以内に前記患者のアルブミン値を０．２～
０．４ｇ／ｄＬ上昇させることを含む、［１０］に記載の方法。
　［１３］前記栄養障害の治療が、前記患者のアルブミン値を３．８ｇ／ｄＬまで上昇さ
せることを含む、［１０］に記載の方法。
　［１４］前記水性組成物が２～７％のブドウ糖および９～１６％のアミノ酸を含む、［
１０］に記載の方法。
　［１５］前記血液透析が、Ｆｒｅｓｅｎｉｕｓ２００８シリーズ、Ｂ．Ｂｒａｕｎ Ｄ
ｉａｌｏｇ＋、Ｇａｍｂｒｏ Ｐｈｏｅｎｉｘ Ｓｙｓｔｅｍ、Ｒｅｄｙ２０００、Ｂａｘ
ｔｅｒ ＳＰＳ５５０／１５５０、Ａｌｔｈｉｎ１０００、Ａｌｔｈｉｎ Ａｌｔｒａｔｏ
ｕｃｈ１０００、Ａｌｔｈｉｎ Ｔｉｎａ、Ｍｅｒｉｄｉａｎ、Ａｕｒｏｒａ ｓｙｓｔｅ
ｍ１０００、ＮｘＳｔａｇｅ Ｓｙｓｔｅｍ、またはＦｒｅｓｉｎｉｕｓ２００８Ｋ透析
装置を用いて実行される、［１０］に記載の方法。
　［１６］前記水性組成物が静脈点滴チャンバ（venous drip chamber）によって血液透
析装置に導入される、［１０］に記載の方法。
　［１７］前記患者が前記水性組成物を週に１～５回投与される、［１０］に記載の方法
。
　［１８］前記患者のアルブミン値が、前記組成物を最初に投与してから３ヶ月以内に０
．１ｇ／デシリットル増加する、［１０］に記載の方法。
　［１９］前記患者のアルブミン値が、前記組成物を最初に投与してから３ヶ月以内に０
．２ｇ／デシリットル増加する、［１０］に記載の方法。
　［２０］前記患者が約１～約１８歳である、［１０］に記載の方法。
　［２１］前記組成物が体積で４３０ｍＬ未満である、［１０］に記載の方法。
　［２２］透析中、水性組成物の注入に付随する前記患者が受ける副作用が減少する、［
１０］に記載の方法。
　［２３］前記副作用が呼吸困難、呼吸数増加、ラ音、水腫、高血圧症、ヘルニア、また
は不安症である、［２２］に記載の方法。
　［２４］前記患者が透析中に高血糖症を発症する頻度が減少する、［１０］に記載の方
法。
　［２５］前記患者が透析中に貯留する体液が減少する、［１０］に記載の方法。
　［２６］前記患者が糖尿病を有する、［１０］に記載の方法。
　［２７］水性組成物が脂質を含まない、［１０］に記載の方法。
　［２８］非経口投与が一定期間に渡って行われ、該一定期間が患者の体重測定値に基づ
く、［１０］に記載の方法。
　［２９］小児科の血液透析患者において栄養障害を治療する方法であって、該方法は患
者に無菌水性組成物を非経口的に投与することを含み、該組成物は約１２４ｍＬ～約３５
７ｍＬの全体積中に約４ｇ～約１９ｇの量のブドウ糖および約１３．５ｇ～約４２ｇの量
のアミノ酸を含み、該患者は９ｋｇ～３３ｋｇの体重を有しており、該投与は１７ｍＬ／
時～１２７ｍＬ／時の注入速度で行われる、方法。
　［３０］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１２４ｍＬであり、注入速度は２
３ｍＬ／時または４５ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は６ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１５６ｍＬであり、注入速度は２８ｍＬ／
時または５７ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は９ｇであり、
アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は１９８ｍＬであり、注入速度は３６ｍＬ／時ま
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たは７２ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１１ｇであり
、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２３９ｍＬであり、注入速度は４３ｍＬ
／時または８７ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１４ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は２８０ｍＬであり、注入速度は５１ｍＬ／時
または１０２ｍＬ／時である、
［２９］に記載の方法。
　［３１］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は５ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１２５ｍＬであり、注入速度は１
９ｍＬ／時または３９ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は８ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１５８ｍＬであり、注入速度は２４ｍＬ／
時または４９ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１０．５ｇで
あり、アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２００ｍＬであり、注入速度は３１ｍＬ
／時または６２ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１３ｇであり
、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２４２ｍＬであり、注入速度は３７ｍＬ
／時または７４ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１６ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は２８３ｍＬであり、注入速度は４４ｍＬ／時
または８７ｍＬ／時である、
［２９］に記載の方法。
　［３２］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は６ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１２７ｍＬであり、注入速度は１
７ｍＬ／時または３４ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は９ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１６０ｍＬであり、注入速度は２１ｍＬ／
時または４３ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１２ｇであり
、アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２０２ｍＬであり、注入速度は２７ｍＬ／時
または５４ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１５．５ｇで
あり、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２４５ｍＬであり、注入速度は３３
ｍＬ／時または６５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１９ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は２８７ｍＬであり、注入速度は３８ｍＬ／時
または７７ｍＬ／時である、
［２９］に記載の方法。
　［３３］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１４６ｍＬであり、注入速度は２
７ｍＬ／時または５３ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は６ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１８９ｍＬであり、注入速度は３４ｍＬ／
時または６９ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は９ｇであり、
アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２４３ｍＬであり、注入速度は４４ｍＬ／時ま
たは８８ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１１ｇであり
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、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２９６ｍＬであり、注入速度は５４ｍＬ
／時または１０８ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１４ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は３５０ｍＬであり、注入速度は６４ｍＬ／時
または１２７ｍＬ／時である、
［２９］に記載の方法。
　［３４］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は５ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１４７ｍＬであり、注入速度は２
３ｍＬ／時または４５ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は８ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１９１ｍＬであり、注入速度は２９ｍＬ／
時または５９ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１０．５ｇで
あり、アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２４５ｍＬであり、注入速度は３８ｍＬ
／時または７５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１３ｇであり
、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は２９９ｍＬであり、注入速度は４６ｍＬ
／時または９２ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１６ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は３５３ｍＬであり、注入速度は５４ｍＬ／時
または１０９ｍＬ／時である、
［２９］に記載の方法。
　［３５］ａ）患者が９ｋｇ～１２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は６ｇ
であり、アミノ酸の含量は１３．５ｇであり、全体積は１４９ｍＬであり、注入速度は２
０ｍＬ／時または４０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が１３ｋｇ～１７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は９ｇであり、
アミノ酸の含量は１９．５ｇであり、全体積は１９３ｍＬであり、注入速度は２６ｍＬ／
時または５１ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が１８ｋｇ～２２ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１２ｇであり
、アミノ酸の含量は２７ｇであり、全体積は２４７ｍＬであり、注入速度は３３ｍＬ／時
または６６ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が２３ｋｇ～２７ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１５．５ｇで
あり、アミノ酸の含量は３４．５ｇであり、全体積は３０２ｍＬであり、注入速度は４０
ｍＬ／時または８１ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が２８ｋｇ～３３ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１９ｇであり
、アミノ酸の含量は４２ｇであり、全体積は３５７ｍＬであり、注入速度は４８ｍＬ／時
または９５ｍＬ／時である、
［２９］に記載の方法。
　［３６］血液透析患者における栄養障害を治療する方法であって、該方法は患者に無菌
水性組成物を非経口的に投与することを含み、該組成物は約３２９ｍＬ～約８１７ｍＬの
全体積中に、約１７ｇ～約４７ｇの量のブドウ糖および約５１ｇ～約１０５ｇの量のアミ
ノ酸を含み、該患者は３４ｋｇ～少なくとも７０ｋｇの体重を有しており、該投与は４５
ｍＬ／時～２９０ｍＬ／時の注入速度で行われる、方法。
　［３７］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１
７ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は３２９ｍＬであり、注入速度は６
０ｍＬ／時または１２０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２０ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は３７９ｍＬであり、注入速度は７０ｍＬ／時
または１４０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２２ｇであり
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、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は４２１ｍＬであり、注入速度は８０ｍＬ／時
または１５５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は４７７ｍＬであり、注入速度は９０ｍＬ／時
または１７５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は５４３ｍＬであり、注入速度は１００ｍＬ／
時または２００ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は６２５ｍＬであり、注入速度は１１５ｍＬ／時また
は２３０ｍＬ／時である、
［３６］に記載の方法。
　［３８］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２
３ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は３３８ｍＬであり、注入速度は４
５ｍＬ／時または９０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２７ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は３８９ｍＬであり、注入速度は５５ｍＬ／時
または１０５ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は４３３ｍＬであり、注入速度は６０ｍＬ／時
または１１５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は４９０ｍＬであり、注入速度は６５ｍＬ／時
または１３０ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は５５９ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時
または１５０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４７ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は６４２ｍＬであり、注入速度は８５ｍＬ／時または
１７５ｍＬ／時である、
［３６］に記載の方法。
　［３９］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２
０ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は３３４ｍＬであり、注入速度は５
０ｍＬ／時または１０５ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２３ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は３８３ｍＬであり、注入速度は６０ｍＬ／時
または１２０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は４２７ｍＬであり、注入速度は６５ｍＬ／時
または１３５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は４８３ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時
または１５０ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は５５０ｍＬであり、注入速度は８５ｍＬ／時
または１７０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は６３５ｍＬであり、注入速度は１００ｍＬ／時また
は１９５ｍＬ／時である、
［３６］に記載の方法。
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　［４０］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１
７ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は４１４ｍＬであり、注入速度は７
５ｍＬ／時または１５０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２０ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は４７９ｍＬであり、注入速度は９０ｍＬ／時
または１７５ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２２ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は５３６ｍＬであり、注入速度は１００ｍＬ／
時または１９５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は６０７ｍＬであり、注入速度は１１０ｍＬ／
時または２２０ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は６９３ｍＬであり、注入速度は１３０ｍＬ／
時または２５５ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は８００ｍＬであり、注入速度は１４５ｍＬ／時また
は２９０ｍＬ／時である、
［３６］に記載の方法。
　［４１］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２
３ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は４２３ｍＬであり、注入速度は６
０ｍＬ／時または１１５ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２７ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は４８９ｍＬであり、注入速度は６５ｍＬ／時
または１３０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は５４８ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時
または１４５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は６２０ｍＬであり、注入速度は８５ｍＬ／時
または１６５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は７０９ｍＬであり、注入速度は９５ｍＬ／時
または１９０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４７ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は８１７ｍＬであり、注入速度は１１０ｍＬ／時また
は２２０ｍＬ／時である、
［３６］に記載の方法。
　［４２］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２
０ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、全体積は４１９ｍＬであり、注入速度は６
５ｍＬ／時または１３０ｍＬ／時であり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２３ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、全体積は４８３ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時
または１５０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、全体積は５４２ｍＬであり、注入速度は８５ｍＬ／時
または１７０ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、全体積は６１３ｍＬであり、注入速度は９５ｍＬ／時
または１９０ｍＬ／時であり；
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ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、全体積は７００ｍＬであり、注入速度は１１０ｍＬ／
時または２１５ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が７０ｋｇ超の体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり、アミノ
酸の含量は１０５ｇであり、全体積は８０９ｍＬであり、注入速度は１２５ｍＬ／時また
は２５０ｍＬ／時である、
［３６］に記載の方法。
　［４３］血液透析患者において栄養障害を治療する方法であって、該方法は患者に無菌
水性組成物を非経口的に投与することを含み、該組成物は約３７２ｍＬ～約９３７ｍＬの
全体積中に約１７ｇ～約４７ｇの量のブドウ糖、約５１ｇ～約１０５ｇの量のアミノ酸、
および８．６ｇ約～約２４の量の脂質を含み、該患者は少なくとも３４ｋｇの体重を有し
ており、該投与は４５ｍＬ／時～３２５ｍＬ／時の注入速度で行われる、方法。
　［４４］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１
７ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は８．６ｇであり、全体積は３
７２ｍＬであり、注入速度は６０ｍＬ／時、１２０ｍＬ／時、または１３５ｍＬ／時であ
り；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２０ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１０．２ｇであり、全体積は４３０ｍＬ
であり、注入速度は７０ｍＬ／時、１４０ｍＬ／時、または１６０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２２ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１１．２ｇであり、全体積は４７７ｍＬ
であり、注入速度は８０ｍＬ／時、１５５ｍＬ／時、または１７５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１３．２ｇであり、全体積は５４３ｍＬ
であり、注入速度は９０ｍＬ／時、１７５ｍＬ／時、または２００ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は６１９ｍＬ
であり、注入速度は１００ｍＬ／時、２００ｍＬ／時、または２２５ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は７１５ｍ
Ｌであり、注入速度は１１５ｍＬ／時、２３０ｍＬ／時、または２６０ｍＬ／時である、
［４３］に記載の方法。
　［４５］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２
３ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は１１．８ｇであり、全体積は
１９７ｍＬであり、注入速度は４５ｍＬ／時、９０ｍＬ／時、または１１０ｍＬ／時であ
り；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２７ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１３．８ｇであり、全体積は４５８ｍＬ
であり、注入速度は５５ｍＬ／時、１０５ｍＬ／時、または１２５ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は５０９ｍＬ
であり、注入速度は６０ｍＬ／時、１１５ｍＬ／時、または１３５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は５７９ｍＬ
であり、注入速度は６５ｍＬ／時、１３０ｍＬ／時、または１５５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は２１ｇであり、全体積は６６４ｍＬであ
り、注入速度は７５ｍＬ／時、１５０ｍＬ／時、または１８０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４７ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は２４ｇであり、全体積は７６２ｍＬで
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あり、注入速度は８５ｍＬ／時、１７５ｍＬ／時、または２０５ｍＬ／時である、
［４３］に記載の方法。
　［４６］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２
０ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は１０．２ｇであり、全体積は
３８５ｍＬであり、注入速度は５５ｍＬ／時、１０５ｍＬ／時、または１２０ｍＬ／時で
あり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２３ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１１．８ｇであり、全体積は４４２ｍＬ
であり、注入速度は６０ｍＬ／時、１２０ｍＬ／時、または１４０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１３．３ｇであり、全体積は４９３ｍＬ
であり、注入速度は６５ｍＬ／時、１３５ｍＬ／時、または１５５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は５５９ｍＬ
であり、注入速度は７５ｍＬ／時、１５０ｍＬ／時、または１７５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は６３９ｍＬ
であり、注入速度は８５ｍＬ／時、１７０ｍＬ／時、または２００ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は２１ｇであり、全体積は７３９ｍＬで
あり、注入速度は１００ｍＬ／時、１９５ｍＬ／時、または２３０ｍＬ／時である、
［４３］に記載の方法。
　［４７］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は１
７ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は８．６ｇであり、全体積は４
５７ｍＬであり、注入速度は７５ｍＬ／時、１５０ｍＬ／時、または１７０ｍＬ／時であ
り；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２０ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１０．２ｇであり、全体積は５３０ｍＬ
であり、注入速度は９０ｍＬ／時、１７５ｍＬ／時、または１９５ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２２ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１１．２ｇであり、全体積は５９０ｍＬ
であり、注入速度は１００ｍＬ／時、１９５ｍＬ／時、または２１５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１３．２ｇであり、全体積は６７３ｍＬ
であり、注入速度は１１０ｍＬ／時、２２０ｍＬ／時、または２４５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は７６９ｍＬ
であり、注入速度は１３０ｍＬ／時、２５５ｍＬ／時、または２８０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は８８９ｍ
Ｌであり、注入速度は１４５ｍＬ／時、２９０ｍＬ／時、または３２５ｍＬ／時である、
［４３］に記載の方法。
　［４８］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２
３ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は１１．８ｇであり、全体積は
４８２ｍＬであり、注入速度は６０ｍＬ／時、１１５ｍＬ／時、または１３０ｍＬ／時で
あり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２７ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１３．８ｇであり、全体積は５５８ｍＬ
であり、注入速度は６５ｍＬ／時、１３０ｍＬ／時、または１５０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
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、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は６２２ｍＬ
であり、注入速度は７５ｍＬ／時、１４５ｍＬ／時、または１６５ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は７０９ｍＬ
であり、注入速度は８５ｍＬ／時、１６５ｍＬ／時、または１９０ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は２１ｇであり、全体積は８１４ｍＬであ
り、注入速度は９５ｍＬ／時、１９０ｍＬ／時、または２２０ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４７ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は２４ｇであり、全体積は９３７ｍＬで
あり、注入速度は１１０ｍＬ／時、２２０ｍＬ／時、または２５０ｍＬ／時である、
［４３］に記載の方法。
　［４９］ａ）患者が３４ｋｇ～３９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２
０ｇであり、アミノ酸の含量は５１ｇであり、脂質の含量は１０．２ｇであり、全体積は
４７０ｍＬであり、注入速度は６５ｍＬ／時、１３０ｍＬ／時、または１４５ｍＬ／時で
あり；
ｂ）患者が４０ｋｇ～４４ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２３ｇであり
、アミノ酸の含量は６０ｇであり、脂質の含量は１１．８ｇであり、全体積は５４２ｍＬ
であり、注入速度は７５ｍＬ／時、１５０ｍＬ／時、または１７０ｍＬ／時であり；
ｃ）患者が４５ｋｇ～５１ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は２６ｇであり
、アミノ酸の含量は６８ｇであり、脂質の含量は１３．２ｇであり、全体積は６０６ｍＬ
であり、注入速度は８５ｍＬ／時、１７０ｍＬ／時、または１９０ｍＬ／時であり；
ｄ）患者が５２ｋｇ～５９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３０ｇであり
、アミノ酸の含量は７８ｇであり、脂質の含量は１５．２ｇであり、全体積は６８９ｍＬ
であり、注入速度は９５ｍＬ／時、１９０ｍＬ／時、または２１５ｍＬ／時であり；
ｅ）患者が６０ｋｇ～６９ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は３５ｇであり
、アミノ酸の含量は９０ｇであり、脂質の含量は１７．８ｇであり、全体積は７８９ｍＬ
であり、注入速度は１１０ｍＬ／時、２１５ｍＬ／時、または２４５ｍＬ／時であり；
ｆ）患者が少なくとも７０ｋｇの体重を有している場合、ブドウ糖の含量は４１ｇであり
、アミノ酸の含量は１０５ｇであり、脂質の含量は２１ｇであり、全体積は９１４ｍＬで
あり、注入速度は１２５ｍＬ／時、２５０ｍＬ／時、または２８５ｍＬ／時である、
［４３］に記載の方法。
　１つの態様において、本発明は、２～２６ｇのブドウ糖；および１２～４５ｇのアミノ
酸を含み；剤形が４５０ｍＬ未満の体積を有する水性組成物である、非経口投与用の無菌
水性組成物を提供する。


	header
	written-amendment

